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期待される水準を上回る 

 

[判断理由] 

 「研究活動の実施状況」のうち、研究の実施状況については、研究所スタッフ 44 名に対

して査読付き論文数は平成 19 年度は 50 件、国際会議論文等は 105 件（平成 19 年度は特異

年度、通常は 50 件程度）と多くの成果報告を上げている。また、スーパーカミオカンデや
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測的宇宙論に大きなインパクトを与える国際的に高い評価の成果を上げている。同時に、

国際的共同研究機関として卓越した世界的研究拠点が形成され、評価の高い成果が生まれ

ている。また、大気ニュートリノ振動に関する研究により「2007 年ベンジャミンフランク

リンメダル」を受賞している。これらの状況などは、優れた成果である。 

 特に、「特筆すべき」根拠となった成果は、研究業績としての一連のニュートリノ振動研

究の成果であり、ニュートリノが質量をもつという実験結果は、現在の素粒子像の構築に

革命的なインパクトを与えたものであるという点で「期待される水準を大きく上回る」と

判断される。 

 以上の点について、宇宙線研究所の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、研

究成果の状況は、宇宙線研究所が想定している関係者の「期待される水準を大きく上回る」

と判断される。 
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大きく改善、向上している、または、高い質（水準）を維持している 

 

当該組織から示された事例は１件であり、そのすべてが、「大きく改善、向上している、

または、高い質（水準）を維持している」と判断された。 

 

研究 23-3 


